
主な研究テーマは障害福祉学、ノーマラ
イゼーション、福祉文化論。東日本震災
以後の被災地におけるコミュニティのリ
ジリエンス（回復力）とケアの方法につ
いて基盤研究や、障害者の自己表現活動
としてのアール・ブリュットなどの研究
に取り組む。また、調布市福祉人材育成
センター設立後は、運営委員長を務め、
「障害者虐待防止研修」などの講師や
「ちょうふ福祉実践フォーラム」の総括
などを担い、調布市の福祉課題や人材育
成への関わりも多岐に渡る。映画、ドラ
マ鑑賞が趣味。

対象者

調布市福祉人材育成センター研修室

①福祉職としての経験年数が概ね3年　　
～ 5年で、興味・関心がある方
②原則、全4回のゼミに出席できる方

テキスト代 ￥2,000（税込）
※初回にご持参ください
 テキスト 『ケアのフォークロア 対人援助の基本原則と
 展開方法を考える』【高菅出版・結城 俊哉 著】
（定価￥2,600＋税ですが、本研修受講者は特別価格でご案内）

講師：結城 俊哉氏（立教大学 特別専任教授）

開催日

時間

場所

対象者

『ケアのフォークロア 対人援助
の基本原則と展開方法を考える』

を手がかりに

受 講 生

福祉援助を考えるゼミナール

①9/30㈬ ②10/28㈬ ③11/25㈬ ④12/16㈬
18:30～20:00※①〜④

福祉職としての
自分を

振返りたい

自分が福祉職に
向いているか
わからない

対人援助について
さらに深く
学びたい

調布市福祉人材育成センター（調布市こころの健康支援センター内）

メールアドレス： jinzai＠ccsw.or.jp

講師である結城先生の著書『ケアのフォークロア 対
人援助の基本原則と展開方法を考える』を手がかり
に、受講生同士で話し合いながら、今までの支援観を
振返り、福祉で働く意義や意味について考え、福祉職
として働く未来の自分を支える「考える力」を身につ
けます。

費用

集募

定員

講師/ 結城 俊哉氏

（立教大学コミュニティ福祉学部 特別専任教授）

仕事をもっと
楽しめるように

なりたい

【問合せ先】

TEL： 042-452-8180（月～金 9:00〜17:00）

8名（先着順）

※裏面よりお申込みください

HP



⽇にち 時間 内容

9⽉30⽇(水) 18:30〜20:00 オリエンテーション＋⾃⼰紹介

10⽉28⽇(水) 18:30〜20:00 『ケアのフォークロア』を読む ①

11⽉25⽇(水) 18:30〜20:00 『ケアのフォークロア』を読む ②

12⽉16⽇(水) 18:30〜20:00 『ケアのフォークロア』を読む ③＋まとめ

お申込み

右記、2次元コードまたはURLからお申込みください

昨年度のゼミナール受講生の声

スケジュール（予定）

福祉の仕事に就いてから、同じくらいの職歴の方と語り合える場がなかったため、今回の勉強会が非常に貴

重な機会になりました。受講する前は、誰かに指摘や注意されないか、これをやったらまずいのではないか

と焦りや不安を抱えながら仕事をしていました。しかし、受講してから支援を求めている人も「人」、支援

する人も「人」ということに気付き、さまざま悩みながら仕事をしているんだと学ぶことができました。

ゼミ形式で、みんなで自分たちなりの言葉で伝え合ったことが良かったです。今までは面接技法や支援方法

をスキルとして型通りに受け取ろうとしていました。しかし、ゼミを受けて先生の言葉と自分の経験と、他

のゼミ生の経験や言葉を行き来することで、それぞれが腑に落ちました。ゼミを受けるまで、自分は言語化

が苦手だと思っていましたが、表現に時間がかかるだけで言葉にできる体験や考えは自分の中にあるんだと

自信につながりました。また、ゼミを通して自分の中の揺らぎや支援の特徴に気付くことができました。4

回の講座を積み重ねる中で気付くことが多くありました。支援に関わる皆さんにおすすめしたい研修です。

今回のゼミを通して、同年代で経験年数も近い方と出会えて、良いこともモヤモヤしていることも語り

合うことができ新鮮でした。変化としては、現場でがむしゃらに走っていたような感覚でしたが、一呼

吸おいて自分と他者と支援を振返る心構えを持てるようになりました。

結城先生のオンデマンド動画

福祉実践の担い手にとって「学ぶ」ということ【47分】

URL: https://forms.gle/CN1zq965pHVFVc327

～9月16日(水)まで

初回は「考えていることを話す」ということに慣れず、うまく言葉が出てこない感覚がありましたが、だん

だんと考える⇒言葉にするがつながってきた実感がありました。ゼミで一番印象深かったのは、支援者にも

いろんな感情があっていいということでした。支援ではうまくいかないときもあり、マイナス感情がしんど

くなるため、蓋をしてしまうこともありましたが、ゼミを受けて自分の感情をなかったことにはできないん

だと改めて思いました。

結
城
先
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https://dnet914093.kagoyacloud.com/dneo/zcreport.cgi?id=87279&rid=296&nid=1&cmd=creportcmdcommentattachdisp&fno=1&filename=%E7%A6%8F%E7%A5%89%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E3%81%AE%E6%8B%85%E3%81%84%E6%89%8B%E3%81%AB%E3%81%A8%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%80%8C%E5%AD%A6%E3%81%B6%E3%80%8D%E3%81%A8%E3%81%84%E3%81%86%E3%81%93%E3%81%A8QR.png
https://forms.gle/CN1zq965pHVFVc327
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